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　第 6章は出力 200MWの熱炉 NHR-200のボロン水の重力注入に関する実験的研究結果をまとめたもので
あり，常温試験と高温試験結果を比較している。その結果高温試験では圧力がバランスするために必要な時
間は常温試験の 2倍から 3倍の時間であることを発見した。
　第 7章は本研究のまとめと今後の研究課題を記述している。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，中国清華大学原子力及び新エネルギー研究所に建設された実験用受動安全熱炉 NHR5に関し
て，熱水力学的挙動に関する実験的研究をまとめたものである。NHR5運転条件における各種の 2相流不安
定性の動作領域を発見し，また過渡特性観測手法を開発し，さらに自然循環熟炉 NHR5の PWR運転から微
小沸騰運転への移行手順を確立した。ついで自然循環熱炉NHR5の小規模LOCAに関する実験的研究により，
NHR5は安全であることを実験的に確認した。
　以上のように，受動安全熱炉の熱水力学的挙動に関して多面的な実験的研究結果をまとめており，博士論
文の水準に達している論文と判定した。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
